
 
 

 

 

 

 

 

 

 

校種・学年 中学校・３学年 教科等 社会 

単元名 個人の尊重と日本国憲法 

単元の目標 

・ 人間の尊重についての考え方を、基本的人権を中心に深め、法の意義を理解

できるようにするとともに、民主的な社会生活を営むためには、法に基づく

政治が大切であることを理解できるようにする。    ＜知識及び技能＞ 

・ 日本国憲法が基本的人権の尊重、国民主権及び平和主義を基本的原則として

いることについて理解できるようにするとともに、日本国及び日本国民統合

の象徴としての天皇の地位と天皇の国事に関する行為について理解できるよ

うにする。                     ＜知識及び技能＞ 

・ 対立と合意、効率と公正、個人の尊重と法の支配などに着目して、日本国憲

法において、人権保障が大切にされている理由について、対話的な活動を通

じ、多面的・多角的に考察、表現できるようにする。 

                    ＜思考力、判断力、表現力等＞ 

・ 人権保障が大切にされている理由について、現代社会に見られる課題の解決

に向けて自らの学習を振り返りながら粘り強く取り組み、主体的に社会に関

わろうとする態度を養うことができるようにする。 

                    ＜学びに向かう力、人間性等＞ 

本時のねらい 
基本的人権の意義について、持続可能な社会の実現と関連付けながら考察し、

表現する。 

本時の 

評価規準 

  基本的人権の意義について、持続可能な社会の実現と関連付けながら考察し、 

  表現している。                  【思考・判断・表現】 

 

事例の概要（見どころ） 

 本時は、基本的人権と法の意義、民主的な社会生活と法にもとづく政治、日本国憲法の基本的

原則等について学び、学習した内容を SDGｓの実現に向けてどのようにいかしていくべきかとい

う学習活動を軸にした全１６時間単元のうちの１２時間目です。 

 「授業者に教わる授業」から「生徒が主体的に学ぶ授業」への転換を図るために、授業者が 

ファシリテーターとなって生徒が学習課題に対して調べたり、議論をしたり、まとめたりする等

のアウトプットを中心としています。更に、主体的に学ぶ授業の実現に向け単元の学習問題を学

級ごとに生徒が設定したり、見方・考え方を働かせるための思考ツールや ICT 機器の活用をした

り、見方・考え方を内包した課題を立てたりしながら、学習活動を展開しています。 
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P･I･Aシート  
～「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 実践事例～ 

中学校 社会 編 ① 概要 

P･I･Aとは、 
Proactive（主体的な）、Interactive（対話的な）、Authentic（本物の）

Learning（学び）〔文部科学省パンフレットより 2021.3 発行〕の頭文字

をとったもので、「主体的・対話的で深い学び」を英語で表現したもの。 

https://www.pref.saitama.lg.jp/g2201/gakkou/pia.html
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〇目標 基本的人権の意義について、持続可能な社会の実現と関連付けながら考察し、表現する。 

                                ＜思考力、判断力、表現力等＞ 

〇準備 タブレット端末（端末内にワークシート、思考ツール、振り返りカード）・大型モニタ 

〇展開（１２／１６） 

学習活動等 ・指導上の留意点 
観点具体の評価規

準（評価方法） 

１ 前時までの確認をする。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の課題を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

３ ＳＤＧｓにおける課題を

見出し、思考ツールの中に位

置付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

４ ＳＤＧｓにおける課題と

基本的人権を関連付ける。 

 

 

 

・基本的人権の構造図を示し、その内容を班ごと

に確認させる。 

・本時に使用する思考ツールの使 

 い方について説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業で学習したこと、ニュース等で知っている

こと、自分が日ごろ感じていること等から、Ｓ

ＤＧｓの課題が身近にあることに気付かせる。 

・個人が取り組む時間とグループで取り組む時

間を明確に分け、各自の考えを反映させる。 

・活動の例「ＬＧＢＴＱの生徒に配慮した多目的

トイレが学校に少ない」というカードを作成

し、範囲は「学校・地域」に、コンパスは「Ｗ

（Well-being）個人の幸せ」と「Ｓ（Society）

社会」の間に位置付け、「ゴール５ ジェンダ

ー平等」とカードを連結しておくこと等。 

 

・基本的人権のうちのどれが侵害されているか

を色分けして位置づけさせる。 

・活動の例「性の多様性に配慮した多目的トイレ

が学校に少ない」のカードの色を白にして、平

等権の侵害であることを示す等。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P･I･Aシート 
～「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 実践事例～ 

中学校 社会編 ② 指導展開 

【本時の学習課題】 

  持続可能な社会の実現のためには、なぜ基本的人権の保障が大切なのだろうか。 

SDGs と関連付けることで、基本的
人権の意義を多面的に考えること
ができるようにしています。 

既習事項（前回までの学習
内容）を確認し、本時の学習
内容が現実の社会問題の解
決に活用できることを共有
することで、学習する必要
感をもたせています。 

【授業改善の視点】 
子供の疑問や気付きから学習課題を設
定することで、より主体的な学びにつ
ながります。 

本時の課題を解決すると
ともに、単元の学習問題
を解決していくためにタ
ブレット端末の思考ツー
ルを活用し、これまで学
習した内容を再構成しな
がら個人とグループで取
り組んでいます。 
また、思考ツールを使用
することで、思考の可視
化や即座に共有、加除訂
正が可能となり学習活動
の効率を高めています。 

設定した本時の学習課題によって現
代社会の見方・考え方を働かせて考察
することを意図しています。 

【授業改善の視点】 
既習事項や生活経験を基に課題に対する予想をさせた
り、子供自ら解決の方法を考えさせる場面を設けたり
することで、見通しをもたせることが大切です。 

思考ツールで学習内容を再構成す
る際に、知識の習得が不十分な内容
を意図的に取り扱うよう促し、確実
な習得を図っています。 

【授業改善の視点】 
社会的な見方・考え方が働くよう、単
元の学習問題と、毎時間の問いのつな
がりを意識し、単元を通した問いの構
成を工夫することが大切です。 



５ 侵害されている基本的人

権を保障する手立てを提案

することで、人権の保障とＳ

ＤＧｓの達成を関連付ける。 

 

 

 

 

６ グループで完成させた思

考ツールを他のグループに

交代しながら全員が発表す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

７ 学習課題のまとめと振り

返りを振り返りカードに記

入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・活動の例「市の子ども議会で提案し、増設して

もらう」等。 

 

 

 

 

・思考ツールの内容を説明しながら、基本的人権 

 の意義について自分の言葉で発表するよう促

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「本時でわかったこと」「次時でわかりたいこ

と」は、単元を貫く学習問題の解決に位置づけ

て記入させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思 基本的人権の意

義について、持続可

能な社会の実現と

関連付けながら考

察し、表現してい

る。 

（ 観 察 ・ ワ ー ク シ ー ト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇使用する思考ツール（同心円チャートと SDGs コンパス※を組み合わせている） 

【授業改善の視点】 
提案をより分かりやすく効果的に示すためには、構想したことをその
妥当性や効果、実現可能性などを踏まえて表現することが大切です。 

【授業改善の視点】 
対話的な学びは、グループ
活動をすれば対話的な学
びになるわけではなく、話
し合いが子供にとって「必
然性」があり、友達と話し
合うことで、自分の考えを
広げ深めることにつなが
ることが大切です。 

【本時のまとめ】 

 基本的人権を保障することは、持続可能な社会を実現するための大前提である。 

【期待したい振り返りの記述】 

 日本国憲法の適用範囲は日本国内であるため、世界規模で持続可能な社会を実現するために

は、日本国憲法の力だけでは不十分である気がしています。例えば、基本的人権を保障する世界

共通の基準のようなものはあるのでしょうか。 

毎時間のまとめや振り返りは、単元を貫く学習問題の解
決に結びつけるように意識させることで、生徒に単元を
通した学習の見通しをもたせるようにしています。 

わからなかったことや考えたことを振り返ることで、次
時に確かめたい新たな課題を見つけることができるよう
にしています。 

※SDGｓコンパスとは企業等が SDGｓに取り組

む際に、自然（Ｎature）、 

経済（Economy）、 

個人の幸せ（Well-being）、 

社会（Society）の４つの視点から課題を見出

していくためのツール。 

【授業改善の視点】 
振り返りでは、「自身の学びや変容を自覚すること」や「向
上したことや学び方のよさを確認・実感すること」、「課題
についての予想や仮説と自分のまとめを比較し、自分の
考えの深まりを実感すること」等の視点も期待したい。 

全員が発表することで、アウトプット中心の学習
のよさを実感するとともに、課題を自分ごととし
て捉える意識を高めています。 


